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　　　売買方針を元にポンド円の短期　
トレーディングを検証する

2009年10月16日

講師　小林芳彦



短期ディトレ具体例　1-1　（10月13日） 2



短期ディトレ具体例　1-2　（10月13日） 3



ドル円5分足 短期ディトレ具体例　1-3　（10月13日） 4
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89.50、89.35でまずは押し目買いで参入。

（89.95），90.15で利食いするような買い回転をイメージ。



ドル円5分足 短期ディトレ具体例　1-4　（10月13日） 5
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正解
！

コメント作成時　
9：30AM　89.68-69



短期ディトレ具体例　1-5　（10月13日） 6
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85141.50、141.20でまずは押し目買いで参入。

142.35、142.60で利食いするような買い回転をイメージ。

ただしポンドドルが大きく崩れる場合には　ポンド円
の買いを外す可能性がある

ポンド円5分足



短期ディトレ具体例　1-6　（10月13日） 7
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正解
！

ポンドドルが崩れそうな気がして　オー
ダーを外してありました。11：32AM

コメント作成時　
9：32AM

ポンド円5分足



短期ディトレ具体例　2-1　（10月14日） 8



短期ディトレ具体例　2-2　（10月14日） 9
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89.85、90.15で　ドル戻り売りで参入。ストップは90.50に置きながら

89.45，89.25で利食い買い戻しをするような売り回転をイメージ。

あまり大きなレンジは想定してません。

ドル円5分足 短期ディトレ具体例　2-3　（10月14日） 10



70

62

74

66

89

17

36

07

25

19

90

09

83

11

88

27 28

05
07

38

25

80

59

90

95

37

58

08

21

36

53

34

46

コメント作成時　
9：40AM　89.76-77

89.85

90.15

突っ込んだ後戻り売り
のイメージ（89.25）

ショートが溜まり下がりにくくなったと判断
し89.12で買戻しをかけたが正解

損切り

JPモルガンチェースの7－9期決算で純利益が前年
同期を大幅に上回ったことを好感

損切りが終了し逆に俄か
ロングが出来たため89.50
割れから投げ売りが加速
したと考えられる

ん？
正解
で

すか
？微
妙

89.25

89.45

市場がショー
トで捕まって
いる

ドル円5分足 短期ディトレ具体例　2-4　（10月14日） 11
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143.10、143.30で　ポンド戻り売りで参入。ストップは143.75に置きながら

142.30，142.00で利食い買い戻しをするような売り回転をイメージ。

下落傾向のドル円と上昇基調のポンドドルのスピード感の違いでポンド円は
ふらつく可能性ありと考えています。

ポンド円5分足 短期ディトレ具体例　2-5　（10月14日） 12
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コメント作成時　 　
9：41AM　142.81-84

戻り売りを狙うがまったく
戻らず下落。

売れていないため､買戻しも
出来ず

方向感は正しくてもポジ
ションが出来ず収益的
には儲かっていない

イメー
ジ正
解

でも
勝て
ず

ユーロポンドの
売りが入りポンド
円が爆上げ

ユーロポンドの
売りが止まらず。

損切り　
の嵐

ポンド円5分足 短期ディトレ具体例　2-6　（10月14日） 13



14
（Sep22）
おさらい

ドルインデックス　Daily

Jun02
7833     

Apr20
8687     

Sep01
7894     

ドルインデックスのチャートがまだダウントレンドの中に
あり7900を越してくれば安心してドルを買える感じがした
が抵抗線に当たって下落中。上値が重たくドル売り継続
と見る。

7833

ドルインデックス（FINEX)　FINEX　New York Board of Tradeの金融部門Financial 
Instrument Exchange の略

ユーロ57.6％、円13.6％、ポンド11.9％、カナダドル9.1％、スウェーデンクローナ4.2％、　　　　
スイスフラン3.6％の構成比で加重平均したもの。



15
（Oct16） ドルインデックス　Daily

Jun02
7833     

7833

Sep01
7894     

Aug05
7743     

Oct02 
7748     

ドルの下落トレンドはいまだ継続。多少の反発があって
もおかしくはないが7650から7700にかけてはしっかりと
戻り売りするインターバンクが多いのではないか



Dec17
7785     

Mar17
7070    

Jul14
7131    

Nov17
8846    

Dec15
7769    

Mar02
8962    

Mar16
8263    

Apr20
8687    

Sep14
7601    

7769

ドルインデックスのチャートをWeeklyで見た場合､余計ト
レンドがはっきり見えてくる。ドルの下落が目先下げ止っ
たようには見えず戻り売りが強い相場展開に思われる。
この動きから構成要素でもっとも大きいユーロドルは上
昇基調で考えるべきというイメージが浮かんでくる。

ドルインデックス　Weekly 16
（Sep22）
おさらい



Dec17
7785     

Mar17
7070    

Jul14
7131    

Nov17
8846    

Mar02
8962    

Apr20
8687    

Dec15
7769    

Mar16
8263    

Oct12
7521 

1ヶ月たってもドルのダウントレンドに変化の兆しが見
えてきません。たとえ戻したとしても7800手前が相当
重たい抵抗線となっています。

ドルインデックス　Weekly 17
（Oct16）
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PF　10by30

売りが強く、PFからも引き付けて戻り売り継続
と読み取れる。

おさらい
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PF　10by30

（Oct16）
東京

9月28日
88.23

目先､88.00－90.50のレンジから上抜けし
てどこまで上がれるか試す動きに見えて
いますが、これがトレンドとして定着でき
るかどうかは未知数。88.01まで攻め込ん
だ時のショートが切らされている動きがメ
インであり、ショートポジションが軽くなる
ことが後々　ドル円の相場急落につなが
ることもありうると考えています。
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PF　20by60

97.79の高値から引いた45度線の抵抗線に上値を
押さえられてきれいに下落。92.55の戻り高値もこ
の抵抗線に当たって跳ね返された展開となった。

PF的には90.00が付くとした抜
けとなるが、1ますはアロウア
ンス（余裕）を見て　89.80が付
いたら明確な下抜けのサイン
と考えることが出来る

おさらい

20
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（Oct16）
東京

97.97高値から引いた45度線の強い抵抗線を上に抜き､今までの
抵抗線が支持線に切り替わった動き。目先は上値追いする可能
性が高いチャートですが、このままドル買いが続くようには思って
いません。出来上がったショートポジションが切らされたことで上
昇しましたが、97.79-88.01＝9.78の38.2％戻し+3.74のフィボナッ
チ戻し　91.75から92.55にかけては　相当に重たくなると考えてい
ます。

92.55

21



（Sep22）
おさらい

22

日足のトレンドチャネルは揉み合いな
がらも下方向の相場が続く可能性が
高いと判断。次に90円が割れる場合
には88.－87円を目指す展開になる可
能性がある。

Apr06　
101.45     

Mar19
93.55     

Apr28
95.63     

May07
99.80     

May22
93.85     

Jun05　
98.90     

Jul13　
91.73     

Aug07
97.79     

Sep16
90.12     

ドル円　日足　チャート



（Oct16） 23ドル円　日足　チャート

Apr06　
101.45     

May07
99.80     Jun05　

98.90     Aug07
97.79     

Apr28
95.63     

May22
93.85     

Jul13　
91.73     

Sep16
90.12     

Oct07
88.01     

Sep21 
92.55  

ダウントレンドチャネルの中で88.01で止まったのは強いサポート
ラインの線上だったから。97.79から引いた抵抗線を切り上げて目
先は上昇する展開の可能性が高い。

97.79-88.01＝9.78の38.2％戻しは
91.75であり、7月13日の91.73安値と
一緒。反転する可能性も高く　安易
な（高値圏での）ロングは控えたい。



Jun03　
1.6664     

Jun08　
1.5803     

Jun30　
1.6745     

Juｌ08　
1.5983     

Sep11　
1.6742     

Aug05
1.7044     

日足の雲上限で一旦は下落を跳ね返しまし
たが、上値が重たくなってついに下抜け。複
合的なヘッド・アンド・ショルダーを形成しに
行く展開と考えることも出来、1.5980レベル
で跳ね返したとしても1.6660台にかけて上値
が重たくなる流れではないか。

Sep01　
1.6113     

（Sep22）
おさらい

24ポンドドル　日足　チャート



（Oct16） 25ポンドドル　日足　チャート

Jun03　
1.6664     

Jun08　
1.5803     

Jun30　
1.6745     

Juｌ08　
1.5983     

Sep11　
1.6742     

Aug05
1.7044     

Sep01　
1.6113     

Oct13　
1.5708     

1.5700割れをトライしに行って失敗。ショートが溜まってきたところ
に　ユーロポンドでのユーロロングの損切りが重なって､ユーロポ
ンドが暴落。ポンド急騰に結びつき　日足の雲に接近中。

1.6448－1.6511に横たわっている一目均衡表　日足の雲近辺で
は上値が重たくなる可能性が高い気がしている。



（Sep22）
おさらい

Mar30　
135.72     

Apr06　
151.53     

Apr28　
139.02     

May07　
150.89     

May18　
143.04     

Jun12　
162.60     

Jul08　
146.75     

Aug07　
163.07     

Sep02　
149.03     

Sep21　
148.07     

163円近辺でダブルトップをつけて日足の雲下限を
切った流れであり、目先146.75を目指す展開と見ま
す。

26ポンド円　日足　チャート



（Oct16） 27ポンド円　日足　チャート

Apr06　
151.53     

Apr28　
139.02     

May07　
150.89     

May18　
143.04     

Jun12　
162.60     

Jul08　
146.75     

Aug07　
163.07     

Sep28　
139.74     

Sep07　
153.24     

Oct07　
139.71    

Sep02　
149.03     

163.07から139.71まで－23.36下落した分の38.2％
フィボナッチ戻し8.92円は148.63であり、149.30近
辺まで戻した金曜日の動きで戻りは達成。しかし
ながら150円台は重たそうなイメージがあります。



（Oct16） 28ドル円　時間足　チャート

Oct01 
90.09    

Oct02 
88.60   

Oct05 
89.98  

Oct07 
88.01   

Oct12 
90.47  

Oct14 
88.83   

Oct16 
91.33   

もし90.50で下値が固まれば、92.55を目指す可能性はありま
す。しかし相当短期インターバンクのショートポジションが切
れているため、果たしてどこまで買いあがることが出来るか
未知数。中・長期的にはまだ下値リスクがあると考えていま
す。短期的には91.35アッパーを10月19日月曜日の早い時間
につけることが出来るかどうかが焦点。



（Oct16） 29ポンドドル　時間足　チャート

Oct06　
1.6049     

Oct07　
1.5858     

Oct08　
1.6121     

Oct13　
1.5708     

Oct15　
1.6299     

Oct06　
1.6049     

Oct16　
1.6398     

損切りの買戻し

1.6121から1.5708まで下落した－413ピップスを1.6121に足してフィボナッチ戻しを計
算してみると　1.6534 となります。1.6448－1.6511に横たわっている一目均衡表　日
足の雲近辺では上値が重たくなる可能性が高いと考えており、高値警戒感が漂う
中、あまり追いかけて買いあがることは避けたいと思っています。

短期的には1.6150～1.62､時間足の雲がサポートになるような感じに見えています。



（Oct16） 30ポンド円　時間足　チャート

短期敵には149円台まで買いあがっており､レベル感で売り向かうのは危険です。時
間足の雲下限を切ったらロングは止めるという条件で　雲の中に入ってきたら買い
参入するポイントを考える。高値警戒感が強く　反落が怖くなりますが、どこまで上
がるかはっきりしない中で単なるレベル感で売りあがるのは非常に危険。順張りは
やはり押しを「買いでついて行く」ことと考えます。売る場合にはサポートを割り込ん
だことを確認してからポンド売りを開始してもまだ充分間に合うし､収益も取れるので
はないかと思っています。150円は大きな節目であり　上値は重たくなりそうです。

147.50が切れるときには一旦撤退も良さそうに見えますし、146.50割れは明らかに
ロングは損切りすべきと思います。



＜リスク開示＞
このセミナーは、情報提供を目的としており、FX取引の勧誘を目的としたものではありません。また、実際の
市場動向とは異なる可能性があり 断定的判断を提供するものでもありません 当該セミナ の内容を予告市場動向とは異なる可能性があり、断定的判断を提供するものでもありません。当該セミナーの内容を予告
なく変更する場合もあります。

当該セミナーの内容および資料のご利用によりお客様に損失が生じた場合であっても、当社および当該セミ
ナーの講師（所属会社を含む。）は一切の責任を負いません。お取引につきましては、お客様ご自身の判断と
責任において行っていただきますようお願い申し上げます。

なお、セミナーに関する著作権は、当社および作成者に属します。お客様の私的使用目的以外での使用、他
人への譲渡や販売または再配信等を行うことはできません。

＜注意喚起＞
店頭外国為替証拠金取引は、レバレッジ効果（想定元本と比較して少額の資金で大きな取引ができる仕組み）
により、大きな利益を得る場合もありますが、元本（預託金）を上回る損失発生の可能性があり、元本や利益を
保証するものではございません保証するものではございません。
特に、マイナー通貨（流動性の低い通貨）の取引をされる場合、元本以上の損失発生の可能性が高くなります。
また、スワップポイント（通貨間の金利差調整額）についても通貨ペアやポジションの状態（売りまたは買い）
によっては、プラスの場合もあれば、マイナスの場合もあります。
当社では イ タ ネ トを通じて店頭外国為替証拠金取引サ ビ をご提供しておりますので お客様のパ当社では、インターネットを通じて店頭外国為替証拠金取引サービスをご提供しておりますので、お客様のパ
ソコン・インターネット環境や当社のシステムに不具合が生じた場合等、取引ができなくなる可能性があります。
また、お客様の取引の相手方は当社（相対取引）となっており、取引所取引とは異なりますので、契約締結前
交付書面をよくお読みいただき、内容をご理解の上、ご自身の判断によりお取引ください。

商号 ：JFX株式会社
業務内容：第一種金融商品取引業
登録番号：関東財務局長（金商）第238号
加入協会：金融先物取引業協会会員番号1503 
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